
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】簡単な構造でエネルギーの消費量が小さく、し

かもエンジンの熱によるオペシートへの加熱が小さな作

業車両用冷却装置を提供する。

【解決手段】エンジン（１６）の出力によって駆動され

る吸い込み式の冷却ファン（１８）と、ラジエータ（２

０）及びオイルクーラー（２１）の少なくともいずれか

一方と、オペシート（１４）との間に設けられた空気取

入口（２２）とを備え、冷却ファン（１８）によって起

こされた空気流（２７）を、ラジエータ（２０）及びオ

イルクーラー（２１）のどちらをも通過させずに、エン

ジン（１６）とオペシート（１４）との間に流すように

することにより、エンジン（１６）からの熱気が、オペ

シート（１４）に伝わらないようにしたことを特徴とす

る作業車両用冷却装置。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン （ １ ６ ） の 出 力 に よ っ て 駆 動 さ れ る 冷 却 フ ァ ン （ １ ８ ） と 、
冷 却 フ ァ ン （ １ ８ ） に よ っ て 起 こ さ れ た 空 気 流 （ ２ ７ ） を 、 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） 及 び オ イ
ル ク ー ラ ー （ ２ １ ） の ど ち ら を も 通 過 さ せ ず に 、 エ ン ジ ン （ １ ６ ） と オ ペ シ ー ト （ １ ４ ）
と の 間 に 流 す 流 路 と を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 流 路 が 、 ラ ジ エ ー タ （ ２ ０ ） 及 び オ イ ル ク ー ラ ー （ ２ １ ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方
と 、 オ ペ シ ー ト （ １ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ た 空 気 取 入 口 （ ２ ２ ） で あ る
こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 冷 却 フ ァ ン （ １ ８ ） が 吸 込 式 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 作 業 車 両 の オ ペ シ ー ト を 冷 却 す る た め の 冷 却 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 作 業 車 両 の オ ペ シ ー ト が エ ン ジ ン か ら の 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ る の を 防 ぐ た め の
技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
上 記 特 許 文 献 １ に 係 る 作 業 車 両 の 側 面 断 面 図 を 、 図 ６ に 示 す 。 図 ６ に よ れ ば 、 作 業 車 両 の
後 方 に 設 置 し た カ ウ ン タ ウ ェ イ ト ９ １ 内 に 冷 却 風 の 通 過 す る 通 路 ９ ２ を 設 け 、 冷 却 フ ァ ン
１ ８ に よ っ て こ の 通 路 ９ ２ か ら 外 気 を 吸 い 込 ん で い る 。 そ し て 、 吸 い 込 ん だ 外 気 の 空 気 流
９ ３ を ラ ジ エ ー タ ２ ０ に 通 し 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 内 部 を 通 る 冷 却 水 を 冷 却 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
空 気 流 ９ ３ は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ を 通 過 す る こ と に よ っ て 熱 せ ら れ 、 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ に
入 る 。 こ の 空 気 流 ９ ３ を 、 ブ ロ ア ９ ６ に よ っ て ダ ク ト 内 に 吸 い 込 み 、 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７
上 方 に 配 置 さ れ た 、 冷 凍 サ イ ク ル の エ バ ポ レ ー タ ９ ４ を 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ に よ り 、 空 気 流 は 冷 却 さ れ て 冷 風 ９ ５ Ａ ， ９ ５ Ｂ と な る 。 冷 風 の 一 部 ９ ５ Ａ は 、 オ ペ
シ ー ト １ ４ の 後 部 に 吹 き つ け ら れ 、 オ ペ シ ー ト １ ４ が 熱 く な る の を 防 止 し て い る 。 ま た 、
冷 風 の 他 の 一 部 ９ ５ Ｂ は 、 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ 内 に 戻 さ れ て エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ 内 を 冷 却
す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ５ ８ － ６ ５ １ ２ ３ 号
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 従 来 技 術 に は 、 次 に 述 べ る よ う な 問 題 が あ る
。 即 ち 、 従 来 技 術 に よ れ ば 、 外 部 か ら 吸 い 込 ん だ 空 気 流 は 、 す べ て ラ ジ エ ー タ ２ ０ に 通 っ
て 加 熱 さ れ た 後 で 、 エ バ ポ レ ー タ ９ ４ で 再 冷 却 さ れ て い る 。 従 っ て 、 再 冷 却 の た め に エ ネ
ル ギ ー を 別 途 必 要 と し 、 エ ネ ル ギ ー の 消 費 量 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か も 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ で 加 熱 さ れ た 空 気 流 を 、 一 度 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ に 入 れ 、 こ れ を
、 ブ ロ ア ９ ６ で エ バ ポ レ ー タ ９ ４ に 通 す よ う に し て い る 。 そ の た め 、 ブ ロ ア ９ ６ を 別 途 必
要 と す る の に 加 え 、 空 気 流 の 通 過 す る 経 路 が 複 雑 で 、 製 作 が 困 難 で あ る と い っ た 問 題 が あ
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る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 構 造 で エ ネ ル ギ ー の 消 費 量
が 小 さ く 、 し か も エ ン ジ ン の 熱 に よ る オ ペ シ ー ト へ の 加 熱 が 小 さ な 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 、 作 用 及 び 効 果 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、
エ ン ジ ン の 出 力 に よ っ て 駆 動 さ れ る 冷 却 フ ァ ン と 、
冷 却 フ ァ ン に よ っ て 起 こ さ れ た 空 気 流 を 、 ラ ジ エ ー タ 及 び オ イ ル ク ー ラ ー の ど ち ら を も 通
過 さ せ ず に エ ン ジ ン と オ ペ シ ー ト と の 間 に 流 す 流 路 と を 備 え て い る 。
こ れ に よ り 、 ラ ジ エ ー タ や オ イ ル ク ー ラ ー を 通 ら な い 空 気 流 が 、 エ ン ジ ン と オ ペ シ ー ト と
の 間 を 通 る の で 、 エ ン ジ ン の 熱 が 遮 ら れ 、 オ ペ シ ー ト の 過 熱 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 本 発 明 の 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 は 、
前 記 流 路 が 、 ラ ジ エ ー タ 及 び オ イ ル ク ー ラ ー の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と 、 オ ペ シ ー ト と
の 間 に 設 け ら れ た 空 気 取 入 口 で あ る 。
こ れ に よ り 、 別 途 流 路 を 形 成 す る こ と も な く 、 簡 単 な 構 成 で オ ペ シ ー ト の 熱 遮 蔽 が 実 現 で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 本 発 明 の 作 業 車 両 用 冷 却 装 置 は 、
前 記 冷 却 フ ァ ン が 吸 込 式 で あ る 。
吐 き 出 し 式 に す る と 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 で エ ン ジ ン の 熱 に よ っ て 温 め ら れ た 空 気 が 、 オ ペ
シ ー ト の 下 方 を 通 る こ と に な る 。 こ れ に 対 し 、 吸 込 式 に お い て は 温 度 の 低 い 外 気 が オ ペ シ
ー ト の 下 方 を 通 る の で 、 オ ペ シ ー ト の 温 度 が よ り 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 シ ョ ベ ル １ １ の 側 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 油 圧 シ ョ ベ ル
１ １ の 上 部 旋 回 体 の 一 部 分 の 平 面 図 、 図 ３ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 視 平 面 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ２
の Ｂ － Ｂ 視 側 面 断 面 図 、 図 ５ は 、 図 ２ の Ｃ － Ｃ 視 正 面 断 面 図 を 、 そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に お い て 油 圧 シ ョ ベ ル １ １ は 、 下 部 走 行 体 １ ２ と 、 そ の 上 部 に 搭 載 さ れ た 旋 回 自 在 の
上 部 旋 回 体 １ ３ と を 備 え て い る 。 上 部 旋 回 体 １ ３ に は オ ペ シ ー ト １ ４ が 搭 載 さ れ 、 そ の 前
方 に は 、 ブ ー ム ２ ４ 、 ア ー ム ２ ５ 、 及 び ア ー ム ２ ５ の 先 端 に 取 着 さ れ た バ ケ ッ ト ２ ６ を 有
す る 作 業 機 １ ５ が 、 鉛 直 面 内 で 上 下 方 向 に 揺 動 自 在 に 取 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
オ ペ シ ー ト １ ４ は 、 エ ン ジ ン １ ６ を 囲 繞 し た エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ の 上 方 に 設 置 さ れ て い る
（ 図 １ 、 図 ３ 参 照 ） 。 エ ン ジ ン １ ６ の 出 力 軸 に は 、 吸 い 込 み 型 の 冷 却 フ ァ ン １ ８ が 直 結 さ
れ 、 外 部 の 空 気 を エ ン ジ ン １ ６ 側 に 吸 い 込 む よ う に な っ て い る 。 冷 却 フ ァ ン １ ８ の 周 囲 に
は 、 円 形 の 開 口 部 を 有 す る シ ュ ラ ウ ド １ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
冷 却 フ ァ ン １ ８ の 上 流 側 （ 外 側 ） に は 、 冷 却 水 を 冷 却 す る ラ ジ エ ー タ ２ ０ と 、 エ ン ジ ン １
６ オ イ ル を 冷 却 す る オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ と が 、 並 列 に 設 置 さ れ て い る 。 オ イ ル ク ー ラ ー ２
１ の 高 さ は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 高 さ よ り も 低 く 形 成 さ れ て お り 、 オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ の 上
方 に は 、 空 気 が 通 過 す る 空 気 取 入 口 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
エ ン ジ ン １ ６ が 動 作 し て 冷 却 フ ァ ン １ ８ が 回 転 す る と 、 空 気 流 ２ ９ が 発 生 す る 。 空 気 流 ２
９ の 一 部 は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ 及 び オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 過 し て 、 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ に
向 け て 吸 い 込 ま れ る 。 ま た 、 他 の 一 部 は 、 空 気 取 入 口 ２ ２ を 通 っ て 、 エ ン ジ ン ル ー ム １ ７
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に 吸 い 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ラ ジ エ ー タ ２ ０ 及 び オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 過 す る 空 気 流 ２ ８ に よ り 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ の
内 部 を 通 る 冷 却 水 、 及 び オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ の 内 部 を 通 る 作 動 油 が 冷 却 さ れ る 。 こ れ に よ
り 、 空 気 流 ２ ８ は 熱 せ ら れ 、 温 度 の 高 い 熱 風 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ に よ っ て 起 こ さ れ た 空 気 流 ２ ９ の う ち 、 空 気 取 入 口 ２ ２ を 通 る 成 分
２ ７ は 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ 及 び オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 ら ず 、 じ か に エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ に
吸 い 込 ま れ る 。 そ の た め 、 空 気 流 ２ ７ は 、 外 気 の 空 気 流 ２ ９ と 略 同 様 の 、 空 気 流 ２ ８ に 比
べ て 低 い 温 度 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の と き 、 空 気 取 入 口 ２ ２ が 、 オ ペ シ ー ト １ ４ の 直 下 に 設 け ら れ て い る た め 、 温 度 の 低 い
空 気 流 ２ ７ は 、 オ ペ シ ー ト １ ４ の 直 下 を 略 水 平 に 通 過 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 そ の 結 果 、 エ ン
ジ ン １ ６ と オ ペ シ ー ト １ ４ と の 間 を 、 温 度 の 低 い 空 気 流 ２ ７ が エ ア カ ー テ ン 状 に 通 過 す る
こ と に な る の で 、 エ ン ジ ン １ ６ の 熱 が オ ペ シ ー ト １ ４ に 伝 わ り に く く な っ て 、 オ ペ シ ー ト
１ ４ が 低 い 温 度 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 オ ペ シ ー ト １ ４ の 下 部 に は 、 防 振 材 ２ ３ が 貼 着 さ れ て お り 、 こ の 防 振 材 ２ ３ は 、 断 熱
効 果 を も 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン １ ６ の 熱 が 、 一 層 オ ペ シ ー ト １ ４ に 伝 わ り に
く く な っ て い る 。
従 っ て 、 オ ペ シ ー ト １ ４ に 着 席 し た オ ペ レ ー タ が 、 熱 に よ る 不 快 感 を 感 じ る こ と が 少 な く
、 快 適 な 状 態 で 作 業 を 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 空 気 取 入 口 ２ ２ を 設 け 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ に よ っ て 起
こ さ れ た 空 気 流 が 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 ら ず に 、 オ ペ シ ー ト １ ４ と
エ ン ジ ン １ ６ と の 間 を 通 過 す る よ う に し て い る 。 そ の 結 果 、 オ ペ シ ー ト １ ４ と エ ン ジ ン １
６ と の 間 に 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 ら な い 、 比 較 的 温 度 の 低 い 空 気 流
２ ７ が 通 過 す る 、 空 気 の 流 路 が 生 ま れ る 。 こ の 空 気 流 ２ ７ が エ ン ジ ン １ ６ か ら の 熱 を 遮 る
の で 、 オ ペ シ ー ト １ ４ が 熱 せ ら れ る こ と が 少 な く 、 快 適 な 運 転 操 作 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 上 記 の 説 明 に お い て は 、 オ ペ シ ー ト １ ４ が エ ン ジ ン １ ６ の 上 方 に 配 置 さ れ た 場 合 に つ
い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 オ ペ シ ー ト １ ４ が エ ン ジ ン １ ６
の 前 方 に あ る よ う な 場 合 に お い て も 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ の 空 気 流 の 一 部 ２ ７ が 、 オ イ ル ク ー
ラ ー ２ １ や ラ ジ エ ー タ ２ ０ を 通 ら ず に 、 エ ン ジ ン １ ６ と オ ペ シ ー ト １ ４ と の 間 を 通 る よ う
に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ は 、 エ ン ジ ン １ ６ の 出 力 軸 に 直 結 で あ る よ う に 説 明 し た が 、 例 え ば
ベ ル ト ド ラ イ ブ 等 に よ っ て 、 間 接 的 に 駆 動 さ れ て も よ い 。
さ ら に は 、 オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ の 上 方 に 空 気 取 入 口 ２ ２ を 設 け る よ う に し た が 、 こ れ に 限
ら れ る も の で は な い 。 例 え ば ラ ジ エ ー タ ２ ０ の 背 を よ り 低 く し て 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ と オ ペ
シ ー ト １ ４ と の 間 に 設 け て も よ く 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ 及 び オ ペ シ ー ト １ ４ の 、 両 方 の 上 方 に
設 け て も よ い 。 ま た 、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ ペ シ ー ト １ ４ の 一 部 を 切 り 欠 い た よ う な 形 状 と
し て 、 そ こ を 空 気 取 入 口 ２ ２ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ が 吸 込 式 で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は
な い 。 冷 却 フ ァ ン １ ８ が 吐 き 出 し 型 の 場 合 に は 、 冷 却 フ ァ ン １ ８ か ら 吐 き 出 さ れ る 空 気 流
は 、 吸 込 式 の 場 合 と 同 様 に 、 一 部 ２ ８ が ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 り 、 他
の 一 部 ２ ７ が 空 気 取 入 口 ２ ２ を 通 る 。 こ の 成 分 ２ ７ は 、 や は り ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ イ ル ク
ー ラ ー ２ １ を 通 っ て い な い の で 、 さ ほ ど 熱 せ ら れ て は い な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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こ の と き 、 空 気 取 入 口 ２ ２ の 抵 抗 が 小 さ い の で 、 空 気 取 入 口 ２ ２ を 通 る 成 分 ２ ７ の 風 量 は
、 ラ ジ エ ー タ ２ ０ や オ イ ル ク ー ラ ー ２ １ を 通 る 成 分 ２ ８ に 比 べ て 、 多 く な る 。 従 っ て 、 こ
の よ う な 空 気 取 入 口 ２ ２ を 通 る 成 分 ２ ７ が 、 エ ン ジ ン １ ６ と オ ペ シ ー ト １ ４ と の 間 を よ り
多 く 通 る の で 、 や は り エ ア カ ー テ ン の よ う に な っ て 、 オ ペ シ ー ト １ ４ に エ ン ジ ン １ ６ の 熱
が 伝 わ り に く く な り 、 快 適 な 運 転 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 実 施 形 態 に お い て 、 作 業 機 １ ５ は 、 水 平 面 内 で 左 右 方 向 に 揺 動 自 在 に 取 着 さ れ て い
る が 、 本 発 明 は こ の よ う な 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。 さ ら に は 、 油 圧 シ ョ ベ ル に 限 ら
れ る も の で は な く 、 小 型 の 建 設 機 械 や フ ォ ー ク リ フ ト に 対 し て も 、 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 シ ョ ベ ル の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 シ ョ ベ ル の 上 部 旋 回 体 の 一 部 分 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 視 平 面 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 視 側 面 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｃ － Ｃ 視 正 面 断 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 に 係 る 作 業 車 両 の 側 面 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ： 油 圧 シ ョ ベ ル １ １ 、 １ ２ ： 下 部 走 行 体 １ ２ 、 １ ３ ： 上 部 旋 回 体 １ ３ 、 １ ４ ： オ ペ シ
ー ト １ ４ 、 １ ５ ： 作 業 機 １ ５ 、 １ ６ ： エ ン ジ ン １ ６ 、 １ ７ ： エ ン ジ ン ル ー ム １ ７ 、 １ ８ ：
冷 却 フ ァ ン １ ８ 、 １ ９ ： シ ュ ラ ウ ド １ ９ 、 ２ ０ ： ラ ジ エ ー タ ２ ０ 、 ２ １ ： オ イ ル ク ー ラ ー
２ １ 、 ２ ２ ： 空 気 取 入 口 ２ ２ 、 ２ ３ ： 防 振 材 ２ ３ 、 ２ ４ ： ブ ー ム 、 ２ ５ ： ア ー ム 、 ２ ６ ：
バ ケ ッ ト 、 ２ ７ ： 空 気 流 、 ２ ８ ： 空 気 流 、 ２ ９ ： 空 気 流 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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